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２１１

ことよりも，変化抵抗の静的な性質に基づいた研究展開に向かっていった点が，いかにも残念だという

声が公開審査会でも聞かれた。今後，変化抵抗が立ち現れている真に動的変容過程を対象として，例え

ばセッション内の反応問時間の時系列分析や反応連続の変動といった，より微視的な視点での実験操作

や分析を進めていくことを期待したい。ことに変化抵抗研究では,反応減少操作として先行給餌，ＶＴ強

化子の提示，消去などの複数の方法が用いられているが，その反応減少の微視的な特性は同じとは限ら

ず，動的変容過程の微視的な分析が活躍する格好のテーマとなりうる。

また審査会では，並立スケジュールにおける変化抵抗の測定が，異なる設定強化率の対よりなる組み

合わせで何度も行われていることから，そのような繰り返し測定の履歴が，アーチファクトとして並立

スケジュールにおける異なる強化率間での変化抵抗の差を小さくした可能性がある点の考察が不十分で

あることも指摘された。ただしこの指摘については，各強化率の対の提示順が個体ごとにランダムで

あったことから，審査会後にデータを再分析し，提示順に変化抵抗を比較した結果，そのような履歴に

よる変化抵抗の差が確認されないことが明らかとなった。

その他審査会では，キンギョの食物遮断化の方法についての疑問，並立スケジュールにおいて得られ

たマッチング式が示す過大マッチングへの考察，餌提示に対する被験体の摂取量の確認の問題，レスポ

ンデント行動の変化抵抗についての議論など，数多くのディスカッションがなされたが，いずれもが新

しいタイプの実験を創出するに相応しい興味深い討議内容であったことをここに記しておきたい。

こうして上述したように，今後に期待するいくつかの点を指摘することができるものの，それらの点

は井垣君の論文の成果を無にするどころかさらに新しい研究の出発点となっており，それだけ本論文が

もたらした高い成果を我々に印象づけたということができるだろう。以上の点を鑑み，審査員一同は，

本論文が博士号（心理学）を授与するに値するものと判断する。

博士（教育学）［平成１７年１０月１２日］

甲第２４８９号磯部美和
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内容の要旨

ＧｅｎｅｒａｔｉｖｅｇｒａｍｍａｒａｓｓｕｍｅｓｔｈａｔｈｕmansaregeneticallyendowedwithUniversalGrammar

(ＵＧ),whichmakespossibletheacquisitionofanyhumanlanguagewithoutexplicitinstructions・

UGconsistsofthesetof(i)principlesthataresatisfiedbyanylanguage,ａｎｄ(ii)parametersthat

definethepointsoflanguagevariationandthathavemｕｌｔｉｐｌｅｃｏｎｓｅｑｕｅｎｃｅｓｆｏｒｔｈｅｓｕｒｆａce

grammar(Chomskyl981)．Thisapproachpostulatesthattheprocessoflanguageacquisitionis

aｐｒｏｃｅｓｓｏｆｆｉｘｉｎｇｔｈｅｖａｌｕｅｓｏｆｓｕｃｈparameters・Ｇｉｖｅｎｔｈｉｓｖｉｅｗ,ｔｈｅｅｌｕｃｉｄａｔｉｏｎｏｆｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ

ａｎｄｐａｒａｍｅｔｅｒｓｉｓｏｎｅｉｍｐｏｒｔａｎｔｇｏａｌｏｆｌinguisticinvestigation，

Inthisdissertation,Ｉｉｌｌｕｓｔｒａｔｅｈｏｗｔｈｅｓｔｕｄｙｏｆｃｈｉｌｄlanguageacquisitioncontributestothe

undｅｒｓｔａｎｄｉｎｇｏｆｔｈｅｎａｔｕｒｅｏｆｐａｒａｍｅｔersMoreconcretely，Idemonstratethatacquisitional

eｖｉｄｅｎｃｅｃａｎｂｅｕｓｅｄｎｏｔｏｎｌｙｔｏａｒｇｕｅfor,ｂｕｔａｌｓｏｔｏａｒｇｕｅａｇａｉｎｓｔｓｐｅｃｉｆｉｃｐroposalsabout

parameters・ＴｈｅｅｖｉｄｅｎｃｅｃｏｍｅｓｆｒｏｍｔｗｏｃａｓｅStudies・Onedealswiththeacquisitionof

prepositionpied-pipingbyFrench‐andSpanish-speakingchildren・Aparametricproposal

predictsthatthereshouldbeastrongacquisitionalassociationbetweensuppletiｖｅｆｏｒｍｓｏｆ

ｐｒｅｐｏｓｉｔｉｏｎｓａｎｄｄｅｔｅｒｍiners，andprepositionpied-piping・Ｉｄｅｍｏｎｓｔｒａｔｅｔｈａｔｃｈｉｌｄｒｅｎｉｎｆａｃｔ

aｃｑｕｉｒｅｔhoseconstructionsatdifferenttimes,suggestingthatthosepropertiesdonotnecessarily

stemfromaproposedsingleparameter・Ｔｈｅｏｔｈｅｒｔａｋｅｓｕｐｔｈｅａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎｏfhead-internal

relativeclausesbyJapanese-speakingchildren、Ishowexperimentallythatknowledgeofthis

constructionisintｈｅｇｒａｍｍａｒｏｆｙｏｕｎｇｃｈｉｌｄｒｅｎ，ｗｈｉｃｈｉｎｔｕｒｎｐｒｏｖｉｄｅｓｓｕｐｐｏｒｔｆｏｒｔhe

hypothesisthatthepossibilityofhead-intemalrelativeclausesi、agivenlanguagecrucially

dependsonthesettingofafewbasicparameters・Theseresultsmadetwomajorcontributions・

Ontheempiricalside，ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｈａｖｅｐｒｏvidedacquisitionalevidenceregardingtherelevant

constructions，whichwasnotpreviouslyavailable・Ｏｎｔｈｅｔｈｅｏｒｅｔｉｃａｌｓｉｄｅ，ｔｈｅｓｅｆｉｎｄｉｎｇｓ

ｄｅｍｏｎｓｔｒａｔｅｔｈａｔｃｈildlanguageacquisitionprovidesａｎｉｍｐｏｒｔａｎｔｇｒｏｕｎｄｆｏｒｅｖａｌｕａｔｉｎｇvarious

parametricproposals・

論文審査の要旨

磯部美和君提出の本論文は，自然言語に許容される変異の理論と言語の個体発生(以下，「言語獲得｣）

の理論を有機的に連携させることによって，この２つの理論に対して，より厳しい制約を課そうとする

試みである。理論研究と自然場面での発話の分析・実験による実証研究が織り成す様は読むものの知的

好奇心を大いに刺激する。また，本研究の成果が言語教育に対してどのような示唆を与えるものである

かの論述も興味深い。本研究は研究対象領域の設定，方法，論述の論理性，言語教育に対する示唆，将

来の研究への展望のどの点をとっても高い水準を実現しており，われわれは博士（教育学）の学位を授

与されるに値するものと判断する。以下，本論文の要旨とわれわれの評価をより詳細に記す。

子どもは，母語を獲得する際に大人から得られる言語経験が質・量ともに不十分であるにもかかわら

ず，生後３～４年という短期間のうちに非常に抽象的で複雑な言語知識を獲得する。このように，子ども

の得る言語経験と最終産物である言語知識には質的な隔たりが見られるのに，なぜ子どもは言語を獲得
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することができるのだろうか。この問題に対し，生成文法における「原理とパラメータ」のアプローチ

では，すべての言語が満たすべき「原理」と，可能な言語間変異の範囲を定めた「パラメータ」からな

る普遍文法が人間に生得的に与えられていると仮定する。この立場に立つと，言語獲得の過程は，パラ

メータの持つ選択肢を，生後子どもが言語経験に照らして選択する過程にはかならない。

ごく最近まで，パラメータに関する研究はほぼ専らおとなの言語間の変異を理論的に考察する比較統

語論の方法によって行われてきた。それに対し，本研究は，自然言語に許容される変異の理論と言語獲

得の理論を有機的に連携させることによって，この２つの理論に対して，より厳しい制約を課そうと試

みる。（以上，第１，２章）

本論文には２つの事例研究が含まれているが，１つは，ロマンス諸語における前置詞随伴（preposi‐

tionpied-piping)の獲得に関する研究である。多くの表面的特徴を共有する英語とロマンス諸語の顕著

な違いの１つとして，英語では前置詞の目的語位置からｗｈ語が移動する際，(1)のように前置詞残留

(prepositionstranding)も可能なのに対して，ロマンス諸語では，(2)のように義務的に随伴しなければ

ならない点が挙げられる。

(1)Whichsubjecthaveyoutalkedabout？

(2)Aboutwhichsubjecthaveyoutalked？

これまで多くの研究において，英語ではなぜ前置詞残留が可能なのかを説明する試みがなされてき

た。その一方，ＬａｗやSalles(L＆S)による最近の提案では，なぜロマンス諸語において前置詞を義務的

に随伴しなければならないのかという問いの方に着目し，それらの言語での義務的前置詞随伴は，前置

詞と冠詞の縮約形(Ｐ＋Ｄ)の存在（例えばフランス語では，ｄｅ＋le→du）と関連していると主張されてい

る。Ｌ＆Ｓによる言語間比較によれば，ロマンス諸語やドイツ語・オランダ語など，Ｐ＋Ｄが存在する言

語では前置詞随伴が義務的である一方，スカンジナビア諸語や英語など，Ｐ＋Ｄの存在しない言語にお

いては前置詞随伴が義務的でない。また，これまでに，Ｐ＋Ｄはあるものの，前置詞随伴が義務的でない

ような言語の存在は報告されていない。この言語間比較から，Ｌ＆Ｓは，ある言語がＰ＋Ｄを持っていれ

ば，その言語では必ず前置詞を随伴しなければならないという一般化をし，これを司るパラメータが存

在していると主張している。この一般化が正しければ，獲得に関して(3)の予測を導き出すことができ

る。

(3)ロマンス語を母語とする子どもは，Ｐ＋Ｄと顕在的ｗｈ移動を獲得すればすぐに前置詞随伴を獲得

する。

この予測の妥当性を調べるために，発話分析と実験を行った。

発話分析はCHILDＥＳに収録されているフランス語を母語とする子ども（仏語児）５名およびスペイ

ン語を母語とする子ども４名の自然発話コーパスで行った。それぞれのコーパスにおいて，（a)補語の

位置からの顕在的ｗｈ移動，（b）前置詞随伴のｗｈ疑問文，（c）Ｐ＋Ｄ,（d）in-situwh疑問文（仏語児の

み)，を含む最初の明確な発話を探し出し，その発話時期を当該‘性質の獲得時期とみなした。その結果，

仏語児２名のみがコーパスの終わりまでに(a～d)を獲得していたため，この２名を統計的分析の対象

とした。２名とも(b)の獲得年齢は(c)の獲得年齢よりも遅かったため，この獲得年齢の差が両者の頻度

に影響されていないかを考慮して統計的に検定したところ，有意な差が見られた。このことから，(3)の

予測とは異なる獲得の事実が明らかになった。

実験は，１９名の仏語児（年齢３歳９ヶ月～５歳３ヶ月）に対してＰ＋Ｄテストと前置詞随伴テストの
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２種類のテストを行った。両テストとも，被験児にぬいぐるみやおもちゃとともに短い物語を提示し，

物語の最後に被験児にＰ＋Ｄあるいは前置詞随伴を含む文を発話させた。その結果，被験児のうちの５

名はＰ＋Ｄテストには合格したものの，前置詞随伴テストには不合格するという(3)から予測されない

状態にあることがわかった。

このように，(3)の予測と異なる結果が発話分析・実験から得られたが，その結果はＬ＆Ｓの提案する

パラメータが受け入れられないという強力な証拠となった。この事例研究は言語獲得のデータを用いて

パラメータに関する提案に反論することが可能になることを示した。（以上，第３章）

２つ目の事例研究として，日本語の主要部内在型関係節(head､internalrelativeclause,HIRC)の獲

得を取り扱っている。日本語では英語(4)に対応する関係節(5a)だけでなく，（5b)のように関係節に

よって修飾される名詞句が関係節内にとどまっているような構文(ＨIRC)も可能である。

(4)Johnatetheapple[whichMaryputonthetable]．

(5)ａ、太郎は［花子がテーブルの上に置いてくれた］りんごを食べた。

ｂ，太郎は［花子がりんごをテーブルの上に置いてくれた］のを食べた。

欧米の言語の多くはＨＩＲＣを持たないが，日本語や韓国語だけでなく，アメリカン・インディアン諸語

や南米のケチュア諸語，チベット諸語など系統的に無関係な言語においてもＨＩＲＣが可能であることが

報告されている。この言語間比較の事実を踏まえ，Ｃｏｌｅによる統語研究では，ＨIRCの可能性が（i）そ

の言語が目的語→動詞という語順を持つかどうか，（ii）その言語で名詞句が音韻的に空でありうるかど

うか，という２つの性質に関係していると論じられている。すなわち，（i)(ii)の可能性を司る基本的な

パラメータの設定が当該言語にＨＩＲＣが存在するかどうかを決定していると提案されている。

これまで行われた獲得研究によれば，日本語を獲得中の子ども（日本語児）は，日本語の語順や日本

語における空項の存在を非常に早い段階で獲得する。したがって，もしＣｏｌｅによる主張が正しければ，

獲得に関して(6)の予測を導き出すことができる。

(6)ＨIRCの知識は非常に早い段階で出現する。

HIRCは子どもの発話コーパスには現れないことから，この予測の妥当性を調べるために１６名の日本

語児（年齢３歳０ヶ月～４歳６ヶ月）を被験者とする実験を行った。その結果，(6)の予測が裏づけられ

た。

このように，３歳の日本語児でもＨIRCの知識を持っていることが明らかになり，その結果,ＨIRCの

可能性は数個の基本的なパラメータ値の設定に起因するというＣｏｌｅの主張に対し強い支持を与えるこ

ととなった。この事例研究は言語獲得のデータを用いてパラメータに関する提案に証拠を与えることが

可能になることを示した。（以上、第４章）

さらに，言語とは何か，言語獲得を可能にする内的仕組みはどのような性質を持ったものであるかな

どの問題に理論的かつ実証的に取り組んだ本研究は言語教育に関する基礎研究としての価値も高い。と

くに外国語教育に対しては，学習者に提示する言語材料の選択とその提示順について具体的な示唆を与

える。目標言語における当該構文に対応する構造を持つ言語を母語とする学習者・持たない言語を母語

とする学習者それぞれに対し、どの項目についてどの時点で生得的な言語知識を刺激するような言語材

料を与えるべきか、また、どの項目についてどの時点で個別文法的な知識ゆえ詳細な説明を与えるべき

かなどの点について示唆するところが大きい。（以上，第５章）

第６章はまとめである。また，本論文には，関連する発話データや実験プロトコルなどが含まれてお
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り、有益である。

冒頭に述べたように，本論文は，自然言語に許容される変異の理論と言語獲得の理論を有機的に連携

させることによって，この２つの理論に対して，より厳しい制約を課そうとする試みであるが，そのよ

うな試みはまだその数が少なく，広範囲な言語や事象についての調査にもとづいた研究が不可欠の状況

にある。その状況下で，本論文が果たす役割はきわめて大きく，いくつかの国際学会で部分的に発表さ

れた成果にはすでに学界での注目が集まっている。また，フランス語・スペイン語の前置詞随伴・Ｐ＋Ｄ

の獲得過程，および日本語のＨＩＲＣの獲得過程についてはこれまで全く研究がなされていなかった。こ

れらの問題に取り組んだことで，個別文法獲得過程の解明に対しても重要な貢献があった。

最後に，本論文の問題点と今後の課題について述べる。もっとも重要な問題点であり，かつ，とりも

なおさず，もっとも重要な今後の課題であるのは，自然言語に許容される変異の理論と言語獲得の理論

を有機的に連携させる理論の構築である。もちろん，その構築のためには，ある程度の演繰力を持った

変異の理論と言語獲得の理論の存在が不可欠であり，本論文のような研究が可能になったのは，その条

件が満たされ始めたことによる。今後は，変異の理論，言語獲得の理論，両者を有機的に連携させる理

論の３つを常に射程内におき，さらなる研究が蓄積されることを強く希望する。
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内容の要旨

エスニック・ツーリズムをめぐる既存研究では，「見られる人」としての地元民のエスニック・イメー

ジは，ビジネス利益の最大化を狙う観光産業と，国民統合の強化にエスニック・ツーリズムを利用しよ

うという国家の意図とのバランスーそして時には共謀関係一によってつくり出されていると考えら

れてきた。しかし，ここで指摘されているのは，観光産業であれ国家であれ，主流民族側が地元民のイ

メージを地元民抜きに操作しているという構図であった。これに対して，近年，地元民もまた観光の場

を通じてつくり出されるエスニック・イメージを飼いならし，自分たちにとって有利なように利用して

いるという見方が示されるようになった。一見，エスニック・マイノリティとしてのイメージを押しつけ

られているように見える地元民も，自分たちの観光イメージを積極的に利用している側面もあるという

のである。しかし，この見方が浸透してくると，「地元民自身が自分の観光イメージを利用するといった


